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工系3学院学生国賑交漬基金プログラム

帰国暢告書

派遣者氏名： 連絡先

山下雄大

所属・研究室・学年：機械系・平井・笹部研究室・修士 1 年

派遣先大学・専攻： Nanyang Technological University/School of Material Science and Engineering 

受入研究室・教員名：Alex Yan Qingyu 

派遣期間：平成 28年 9月 14 日 ～平成 28年 12月 3日

申請カテゴリー：
□ (C1)SERP 0(C2)AOTULE □ (C3-a)部局間協定校 □ (C3-b)全学協定校 □ (C4)その他

研究（プロジェクト）題目：

Develop synthetic chemistry to develop new electrode for advanced energy storage 

A) 帰国後1か月以内にエ系国際連携室宛(ko.intl@jim.titech.ac.jp)にMS Wordファイルにて提出くだ

さい。

B) SERP·AOTULEで派遣された場合は、受入教員の評価書も添付して下さい。

C) この表紙を含まず、ページ数は2~4ページ、ファイルサイズは3MB以内としてください。

D) 研究室や宿舎内の様子の写真、図表、イラスト、滞在中のその他の写真などは挿入可です。ただし、

それらを掲載する際には簡単な説明を加えて下さい。
E) 提出された報告書の2ページ目以降を工系のホームページに掲載いたします。また、別途、学内広

報誌「東工大クロニクル」の執筆をお願いすることがあります。

報告書必須記載事項

1. 派遣大学の概要（所在地、創立、規模など）

2. 留学準備など

3. 所属研究室での研究概要とその経過や成果、課題など
4. 所属研究室内外の活動・体験（日常生活・余暇に行った事など）
5. 留学先での住居（寮、ホームステイ等）、申し込み方法、ルームメイトなど

6. 留学費用（渡航費、生活費、住居費、保険料）など
7. 今回の留学から得られたもの、後輩へのメッセージ、感想、意見、要望
8. その他＊任意

（留学先で困ったこと／帰国後の進路（就職・進学・長期留学））










